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－
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韓
饗
講
曽
妊
町
艦
鐘
鴇
無
妻
一
軌
警
邸
薫
誓
　
甑
邸
W
、
艇

讐
ム
▼
＾
マ
．
．
．
▲
尋
壽

　
二
月
十
三
日
ω
が
十
七
万
人
。
十
四
日
圓
が
十
四
万
人
（
雪
ま

つ
り
事
務
局
発
表
）
と
い
う
、
い
つ
ま
で
に
な
か
っ
た
ほ
ど
の
人

出
で
賑
っ
た
雪
ま
つ
り
は
、
市
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
盛
り
あ
が
り

を
み
せ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
雪
上
舞
台
の
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
認
可
、
　
誕
生
色
に
彩
ら
れ
た
カ
ー

ニ
バ
ル
、
中
国
大
使
館
か
ら
の
使
節
団
、
新
し
い
試
み
の
芸
術
作

品
見
学
ッ
ア
ー
な
ど
、
年
々
内
容
も
豊
富
に
な
り
、
主
催
す
る
側

も
市
民
も
観
光
客
も
全
て
が
一
体
と
な
っ
て
創
り
出
し
た
素
晴
ら

し
い
、
”
白
い
愛
の
祭
典
”
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
雪
ま
つ
り
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
、
十
三
日
の
雪
上
力

i
ニ
バ
ル
は
、
の
べ
六
万
五
千
人
を
集
め
、
約
一
時
間
半
の
シ
ョ

ー
を
世
界
最
大
の
雪
の
舞
台
で
く
り
ひ
ろ
げ
、
集
ま
っ
た
人
達
を

陶
酔
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

黍
繧
燐
毒
　
誓
　
　
＝
｛

翫
．
・
，
．
．
む
．
．
．
．
．
▲
▼
．
．
．
．
．
ボ
7
．
．
．
．
，
＾
▼
．
．
．
．
ご
▼
．
：
9
▲
▼

，
　
し
『

初参加で市長賞…r大龍神」（自動車学校）

　
昨
年
は
、
豪
雪
の
た
め
参
加
団
体
も
少
な
か
っ
た
雪
の
芸
術
作

品
も
、
今
年
は
、
一
般
作
品
三
十
一
を
含
め
、
五
十
八
団
体
と
い

う
多
く
の
市
民
が
参
加
「
見
る
ま
つ
り
か
ら
参
加
す
る
ま
つ
り
」

の
実
践
が
証
明
さ
れ
た
と
も
い
え
ま
す
。
芸
術
作
品
の
審
査
結
果

は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

★
市
長
賞
「
大
龍
神
」
　
（
十
日
町
自
動
車
学
校
）
★
商
工
会
議

所
会
頭
賞
「
我
が
道
を
拓
く
」
　
（
川
原
町
晒
青
会
）
★
織
物
工
業

協
同
組
合
理
事
長
賞
「
妻
有
の
民
話
パ
ー
ト
4
」
　
（
中
央
ク
ラ
ブ
）

★
農
業
協
同
組
合
長
賞
「
も
ぐ
ら
追
い
」
　
（
江
道
・
猿
倉
）
★
市

議
会
議
長
賞
「
お
も
い
で
H
」
　
（
袋
町
稲
和
会
）
★
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
賞
「
蜂
を
一
刺
し
」
　
（
上
新
田
青
壮
年
会
）
★
北
口
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
賞
「
郷
愁
桑
原
の
渡
し
」
　
（
下
条
商
工
青
年
部
会
）

★
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞
「
ま
け
ん
な
よ
」
　
（
本
町
一
丁
目
四
区
）

★
青
年
会
議
所
理
事
長
賞
「
雪
庭
」
　
（
本
町
四
）

　▲
■』

　　　鷹総

ミスさっぽろ、ミス雪まつりを先頭に雪まつりパレード

胞
s
2
s
2
s
2
s
き
き
2
s
き
き
き
2
s
き
き
き
き
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
き
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黙雪と人“との雪まつり

大成功に感謝

雪まつり委員会

企画委員長滝沢章次さん

　
過
去
の
歴
史
の
中
か
ら
自
然
と

闘
う
姿
の
中
で
全
国
的
に
も
有
名

に
な
り
、
市
民
自
身
も
総
ぐ
る
み

で
盛
り
あ
げ
て
き
た
雪
ま
つ
り
は

“
雪
と
き
も
の
と
人
”
と
の
つ
な

が
り
と
し
て
素
晴
ら
し
い
形
あ
る

も
の
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
新
し
い
時
代
の

新
し
い
も
の
と
し
て
継
続
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
な
こ
と
で
、
い
ま
、

こ
の
雪
ま
つ
り
の
“
道
”
を
、
私

達
が
自
然
に
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て

十
日
町
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

定
着
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
関
係
団
体
の
苦
労
も
大
変
だ
っ

た
と
思
う
が
、
感
謝
を
し
、
ま
た
十

日
町
市
全
体
の
発
展
の
た
め
、
今

後
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

。。

乙
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
s
2
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　　　　い　ろ
きらめく銀世界の中で●
　　　　　第33回　　　、

身
障
者
を
カ
ー
三
バ
、
ル
に
招
待

今
年
か
ら
雪
上
舞
台
の
製
作
を
担

当
し
た
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部
青

年
部
（
小
林
永
十
部
長
）
で
は
、
十

三
日
の
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
に
心
身
障

害
者
三
十
八
人
（
家
族
を
含
む
）
を

優
待
席
に
招
待
し
ま
し
た
。
世
界
一

の
雪
上
舞
台
を
目
の
前
に
十
日
町
に

住
ん
で
い
て
も
そ
れ
を
見
る
機
会
の

な
か
っ
た
人
達
は
、
そ
の
舞
台
で
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
る
音
と
光
の
シ
ョ
ー

に
目
を
見
晴
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

全
国
に
生
放
送

〃
チ
ン
コ
回
”
を
復
活
〃

　
“
チ
ン
コ
・
”
が
絶
え
る
と
い
う

こ
と
の
危
険
か
ら
「
残
す
こ
と
が
第

一
」
と
考
え
、
そ
の
保
存
に
乗
り
出

し
た
の
が
市
農
協
．

　
四
日
町
の
尾
身
フ
ミ
さ
ん
（
五
十

八
歳
）
か
ら
三
日
間
の
技
術
講
習
を

う
け
、
二
人
が
免
許
皆
伝
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
つ
く
る
こ

の
チ
ン
コ
ロ
は
、
雪
ま
つ
り

や
節
季
市
に
、
十
日
町
の
風

物
と
し
て
、
そ
の
型
を
残
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ち
な
み

に
雪
ま
つ
り
期
間
中
六
百
五

十
個
の
チ
ン
コ
・
が
売
れ
た

そ
う
で
す
。

十
八
日
の
11
P
M
は
全
時
間
十
日

町
特
集
．
こ
の
日
の
生
放
送
の
た
め

T
N
N
の
ス
タ
ジ
オ
に
か
け
つ
け
た

の
は
、
誕
生
色
の
き
も
の
を
着
る
モ

デ
ル
や
新
保
広
大
寺
保
存
会
の
皆
さ

ん
な
ど
三
十
五
人
。
生
本
番
に
皆
さ

ん
緊
張
気
味
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
無

事
大
役
を
果
た
し
て
ホ
ッ
ト
一
息
。

在日中国大使館一行が来市

昨
年
、
灯
花
訪
中
団
に

託
し
十
日
町
市
民
、
織
協

か
ら
、
き
も
の
を
中
国
に

贈
っ
た
の
が
き
っ
か
け
に

な
り
、
中
国
大
使
館
関
係

者
一
行
が
雪
ま
つ
り
に
来

市
し
ま
し
た
。
一
行
は
、

藥
子
民
参
事
官
夫
妻
、
引

鐘
雲
書
記
官
の
ほ
か
に
人

民
目
報
、
新
華
社
、
北
京
放

送
な
ど
報
道
関
係
者
に
、

き
も
の
を
持
っ
て
訪
中
し

た
北
嶋
さ
ん
親
子
ら
総
勢

十
六
名
。
く
ら
し
の
広
場

雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
を
見
学
、
「
今

後
と
も
友
好
・
親
善
を
深
め
た
い
」

と
薬
参
事
官
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

くらしの広場で

し9た

　世界一の雪の舞台で繰りひろげられる

誕生色きものショーやタイマツ滑降、レ

ーザー光線とシンセサイザーがかもしだ

すフアンタジックな世界に、ただただ驚

いていたのは、東京と熊本生まれの岩下

銀子さんと池田真貴子さん。　rこんな美

しい雪をみたのは初めて、雪に浮かぶナ

イアガラは忘れられません」

聞壱まこの人1

　　講講ヲ色．誕麟
鑛

欝
　誕生色きものフエアは・．2日間で・2・000

人の入場があり大盛況。入場者はやはり

自分の誕生色の着物を長時間見入ってい

ました。長岡市からみえた佐藤良子さん

は、r草花を基調にした発想は素晴らし

い。どの年代でも着れるように、配色に

十分注意が行きとどいて、自分の誕生色

以外でも着てみたくなる。紋付も誕生色

のもので」と話されていました。

愛ぐq講ンの広場で饗

」縛薩、．．ll：

　r雪を見るのも初めて。その雪を見る

ことそのものがすごく幸せに思えます。

さらに、こんなに素晴ら．しいまつりの中

で、郷士の踊りを踊れることに喜びを感

じます。」と話していたのは、愛とロマン

の広場で行われた”沖縄おどり、、の代表

者宮城里｛圭子さん。慣れない雪のステー

ジで20名の人達が、”沖縄の盆踊り、、を

見事に踊っていました。
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大
好
評
蝦
初
の
試
み
雪
像
見
学
ツ
ア
ー

　
新
た
な
企
画
「
雪
像
見
学
ッ
ア
ー
」

に
は
四
十
一
名
が
参
加
。
十
二
日
の

夜
七
時
～
十
一
時
近
く
ま
で
、
二
班

に
わ
か
れ
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
会
場

を
ま
わ
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
市
内

の
か
た
が
多
数
で
し
た
が
、
普
段
な

か
な
か
見
る
機
会
の
な
い
雪
像
を
、

そ
れ
も
、
製
作
し
て
い
る
人
と
接
し

な
が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

だ
っ
た
と
い
う
意
見
が
大
半
。

　
く
ら
し
の
広
場
で
は
、
ジ
ロ
を
囲

ん
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
定
食
と
地
酒
に
舌

つ
づ
み
。
は
る
ば
る
静
岡
市
か
ら
訪

づ
れ
た
海
野
恕
・
由
美
子
さ
ん
．
こ
夫

婦
は
、
「
雪
が
見
た
く
て
来
ま
し
た
。

雪
は
豊
富
に
あ
る
し
、
さ
ら
さ
ら
し

て
い
て
期
待
ど
お
り
で
す
。
雪
像
は

ま
と
ま
っ
て
あ
る
と
思
っ
た
の
に
、

各
所
に
分
散
し
て
い
て
、
そ
れ
も
雪

を
愛
し
な
が
ら
雪
像
を
つ
く
っ
て
い

る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
帰
っ
た
ら
宣

伝
し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

糞熱ザゼぞジ付風船を

、評’櫛茨城県まで運ぶ

　
十
三
日
の
午
後
二
時
、
雪
ま
つ
り

に
開
会
式
で
、
市
内
の
小
学
校
六
校

の
六
年
生
五
百
七
十
名
が
、
雪
国
の

様
子
や
雪
ま
つ
り
を
迎
え
る
喜
び
な

ど
を
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
風
船
が

大
空
に
放
た
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
風
船
は
、
お
り
か
ら
の
偏
西

風
に
乗
っ
て
越
後
山
脈
を
こ
え
、
約

二
百
キ
ロ
も
離
れ
た
茨
城
県
行
方
郡

中
堀
町
堀
之
内
ま
で
飛
び
、
農
業
石

神
栄
さ
ん
（
六
十
歳
）
に
拾
わ
れ
ま
し

た
。
石
神
さ
ん
が
拾
っ
た
の
は
十
四

日
の
午
前
九
時
頃
、
N
H
K
の
ニ
ュ

ー
ス
で
雪
ま
つ
り
の
様
子
を
見
て
、

お
孫
さ
ん
と
買
い
も
の
に
行
く
途
中

で
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
贈
り
主
は

水
沢
小
六
年
の
上
村
い
づ
み
さ
ん
。

雪
国
の
楽
し
さ
と
雪
ま
つ
り
の
紹
介
、

も
し
風
船
を
拾
っ
た
ら
、
是
非
、
お

便
り
を
く
だ
さ
い
と
い
う
お
願
い
が

書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
上
村
さ
ん
は

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
遠
く
に
飛
ん

だ
と
大
喜
び
。
石
神
さ
ん
も
「
小
学

校
六
年
生
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
上

村
さ
ん
に
手
紙
を
出
し
ま
す
よ
」
と

約
束
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
堀
町
は
太
平
洋
の
鹿
島
灘
ま
で

あ
と
四
キ
・
の
地
点
。
粋
な
風
の
郵

便
屋
さ
ん
が
運
ん
だ
、
ふ
る
さ
と
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
温
か
な
雪
ま
つ

り
の
輪
が
ま
た
ひ
と
つ
広
が
っ
て
ゆ

き
ま
し
た
。

　
　
～

こ
躍
」
活
か
弐

　
　
ツ

た
ボ

　
　
ニ

ゆ
、
蹴

　
　
ツ

色
樋
士
っ

　
　
ま

郷
雪

　
　
～

　雪まつり案内機能の充実などを目的に

今回初めて設置した雪まつりコンパニオ

ンの女性20名。

　両日とも市街地を2人組になり動く案

内所として活躍していました。「交通機

関のこと、きもののことなど聞く人が多

かったようです。」とコンパニオンのひと

り丸山千恵子さん。

癖．

㈱㎜脚聯鼎㎜㎜捌耀聯捌㎜　
卿
　
郷
土
が
生
ん
だ
初
め
て
の
関
取
、

　
㎜
新
十
両
凱
皇
の
激
励
会
が
、
二
十
一

耀
㎜
日
、
農
協
本
所
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

㎜
卿
約
五
百
人
の
市
民
が
詰
め
駆
け
、
盛

伽
欄
ん
な
声
援
を
お
く
り
ま
し
た
。

纏
脚
　
開
会
に
先
だ
ち
後
援
会
長
の
諸
里

纏
卿
市
長
は
「
も
し
五
十
二
年
七
月
の
、

轍
㈱
左
腕
動
脈
切
断
と
い
う
大
怪
我
が
な

卿
卿
か
っ
た
な
ら
、
こ
の
激
励
会
は
大
関

灘
榊
の
昇
進
祝
い
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

鱒
い
。
し
か
し
、
左
手
を
失
し
な
っ
た

　
脚
こ
と
で
凱
皇
は
努
力
と
忍
耐
と
た
え

㈱
榊
し
の
ぶ
こ
と
を
知
っ
た
。
禍
い
を
転

　
櫛
じ
て
福
と
な
し
、
十
両
に
な
っ
た
こ

㎜
働
と
で
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
精
進
を
望

　

榊
む
」
と
激
励
し
、
一
緒
に
駆
け
つ
け

㎜
卿
た
時
津
風
親
方
は
「
凱
皇
は
人
の
三

㈱
㎜
倍
努
力
し
て
よ
う
や
く
十
両
に
な
れ

㎜
鞭
た
。
こ
れ
か
ら
更
に
人
の
五
倍
の
努

　
卿
力
を
す
れ
ば
、
幕
内
、
三
役
に
も
な

㎜
㎜
れ
る
．
大
怪
我
を
克
服
し
、
雪
の
中

襯

輔
　
“
戴

㎜鮒御脚僻膨襯㎜鼎謝梛榊
”鞭
灘
、
難

糟撒欄劇欄喘 、
、
ミ
ミ
、
ミ
ミ
，
ム
§
，
ミ
．
§
．
藍
ミ
，
ミ
ミ
≦
ミ
垂
ミ
．
§
．
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
，
ミ
『
、
ミ
ミ
．
§
≦
ミ
，
ミ
、
§
饗
ミ
鷺
≦
§
≦
ミ
．
畿
ミ
，
ミ
、
き
ミ
≦
ミ
、
、
§
．
蝕
ミ
、
§
、
§
、
ミ
ミ
．
、
§
垂
§
ミ
，
ミ
、
ミ
ミ
，
ミ
．
」
§
、
，
ミ
、
，
ミ
、
」
§
、
§
．
§
．
奪
塗
ミ
．
毒

　　　　　　　　　　　　　て

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　k

　　　　　　　　　　　寅

　　　　　　　　　　義　　　　　　　　　泰　　　　　　　　談　　　　　　　嚢　　　　　　霧　　　　隷

　　　　謝

　　　肇　壕裂

　　　　　　　灘

　　　　　　　曽’
　　　　　　著　　　　　叢　　　難　　織鞭

　”染と織の工芸を、、をキャッチフレー

ズに作品展と手織りなどの実演をやった

のは県立十日町職業訓練校。　r今年は時

間的に余裕がなく内容は満足ゆくもので

なかったが、これをステッブにして来年

は、さらに充実させ、染と織の実演など

雪まつりに定着させたい」と田中校長さ
ん。

　雪まつり最後のイベント”ナツメロ大

行進、、。今年は10回という記念すべきこ

の催しに、雪まつりはこれを見なければ

終らないという人で、市民会館ホールの

中は飽和状態でした。

　特に今回、雪まつりの各関係者の代表

を集めた”のど自慢、、風景には大拍手が

送られていました。

⑳
．

　’ぎ醜　＿．．．．㌧

で
培
わ
れ
た
不
屈
の
精
神
は
、
人
の

五
倍
の
努
力
に
耐
え
ら
れ
る
人
格
を

備
え
て
い
る
。
郷
土
の
皆
さ
ん
の
ご
諭

声
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
激
励
に
答
え
て
凱
皇
関

は
「
今
後
と
も
努
力
と
精
進
を
続
け

郷
土
の
．
こ
期
待
に
そ
え
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
力
強
く
答
え
て
い
ま

し
た
。

　
凱
皇
関
は
、
翌
二
十
二
日
に
は
、

母
校
の
水
沢
小
・
中
学
校
を
訪
れ
、

後
輩
の
子
供
た
ち
か
ら
「
新
十
両
お

め
で
と
う
、
凱
皇
が
ん
ば
れ
」
と
熱

烈
歓
迎
を
受
け
て
い
ま
し
た
．

　
な
お
、
凱
皇
十
日
町
市
後
援
会
で

は
、
後
援
会
の
入
会
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
．
（
年
会
費
二
千
円
）
、
申
し

込
み
は
、
市
商
工
課
内
観
光
協
会
事
聯

務
局
（
E
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
鰍

六
六
）
へ
・
　
　
　
細備’備欄’聯鋤齢櫛欄聯欄・聯欄聯櫛齢齢謂淵・櫛耀・齢僧・櫛櫛櫛齢櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛櫛僻・櫛櫛櫛轟齢聯櫛櫛櫛櫛櫛備、耀、櫛備聯襯淵、欄粥、脚鼎淵備、鮒、欝、櫛備、櫛齢欝、撒、櫛齢静脚、欝備、脚欄、脚備、欄磯、欄滑、欝“、櫛謂

ぎ
’
華
韓
象
’
馨
馨
’
彗
§
’
§
’
嚢
奪
’
ミ
’
華
馨
象
’
寒
奪
’
華
彗
嚢
’
奪
奪
黍
奪
’
華
垂
ミ
’
華
奪
奪
’
嚢
黍
嚢
垂
’
奪
垂
’
嚢
奪
’
§
垂
’
華
藝
華
寒
華
嚢
’
も
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）％％渇3
64

68
率
率
入
行
収
執〔

翌
榊
億

九
、
三
二
八
万
円

支
出
済
額

六
七
億

入
、
七
六
四
万
円

収
入
済
額

“
○
翌
億
二
、
九
一
七
万
贋

＋
二
月
末
予
算

九
七
億
九
、
六
〇
〇
万
用

当
初
予
算

晦

樫

費

（単位万円）

　地方自治法第243条の3の規定に基づく「十目町市財

政事情の作成及び公表に関する条例」の定めるところに

より、昭和56年12月31目現在の財政事情を公表します

　　　昭和57年2月1目
　　　　　　　　　　　　　＋日町市長諸里正典

）
撫
・
心尊

寧

蕪

普通建設費

340，751

32．4％

積立金、出資金　P
2，8060．3％

1
●

人件費
184，659

17．5％

斧

物件費
82，819

7．9％

鱗

　
　
　
　
　
鼻
無
舜

　
　
　
　
毯
8
①
象

．
　
　
ぎ
好

　
　
譜
禽
ぎ

ー
　
　
　
　
》

ザ
　
吟
♂

影
鴫
醒

疇
　
　
麓
糧
轟馨

　　扶助費　経
　　117，965
　　11．2％

　ゆ　　
94，、、8　騰
　8．9％

　　　等
　　暑鴇

　　　維持補修費
　　　29，1㏄2．8％

土木
223，607

40．6％

（単位万円）

収
財
政
対
策
劉

謄：親

教育
167，553

30．4％

2蝋

　　　　　　衛生　20，720　3．8％

　　　　　民生　14，8212．7％
辺地債
42，456　　　　　　農林　6・393　1・2％

7・7％　　　　総務
　　災害債　2，690　0．5％

　　16，124　　2．9％

雲醤　雛　○躍　聾　　　　　繕・　　　．　　　　薙　　（単位万円）

教　育　費　266，11325．3％ 趣秀交雛税　馨髭鱒3．27．2％

土　　木　　費　　189，286　18．0％

講．　税’螂，2難鐡。6％
・懸懸

民　生　　費　174，746　16．6％

　　　　　　専
騨庫支鐵金　欝，468織8％

歳
入

、
◎
五
億
二
讐
九
繍
七
万
円
■

総　務　費　　92，527　8．8％

公　債　　費　　68，038　6．4％
粛　　俊　125，響8012編

衛　生　　費　　64，691　6．1％

農林水産業費　　53，781　5．1％
県支出金「総，鰯6・o％

消　防　費　　28，367　2．7％ 譲一欝　灘　　灘遼麹麟　5灘％

そ　の　他　115，368　1LO％
繰　越　　登　　8，3醸　群．§騰’

鷺の鯉鰯鱒9麟

ぴ4罷鍬世帯

税　　　　　　目 税　額 構成比 市民1人あたり 1世帯あたり

市　　　民　　　税
94，836万円 44．9％ 19，034円 　円78，416

固　定　資　産　税 84，291 39．9 16，917 69，697

軽　自　動　車　税 2，391 1．1 480 1，977

市町村たばこ消費税 13，157 6．2 2，641 10，878

電　　　気　　　税 9，361 4．4 1，879 7，740

木　材　引　取　税 一 一 一 一
都　市　計　画　税 7，454 3．5 1，496 6，163

特別土地保有税 60 一 12 50

計 211，550 100．0 42，459 174，921

（単位万円）

土　　　地 12，393，943㎡

建　　　物 115，045㎡

基金積立金 41，017万円

一時借入金 120，000万円

会　計　名 予　算　額 収入済額 支出済額

国民健康保険 188，448 120，997 109，476

簡易水道 33，715 11，519 21，546

診　　療　　所 2，307 881 1，636

下　　水　　道 301，952 107，357 199，260

計 526，422 240，754 331，918
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臨
時
行
政
調
査
会
（
第
二
臨
調
）
の
「
各
地
方
公
共
団

体
も
職
員
給
与
を
住
民
に
積
極
的
に
公
表
す
る
こ
・
と
」
と

い
う
中
間
答
申
を
ふ
ま
え
て
、
各
自
治
体
が
給
与
の
公
表

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
も
、
十
二
月
二
十
五
目
号
で
職
員
給
与
の
公
表

を
行
い
ま
し
た
が
、
あ
わ
せ
て
、
十
目
町
地
域
広
域
事
務

組
合
（
十
目
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
で
構
成
）

と
、
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
（
十
目
町
市
と
川

西
町
で
構
成
）
の
給
与
の
実
態
を
公
表
し
ま
す
。

（55年度普通会計決算）
難隷綴　　　　　嚢　　鶴、籔塗

区　　分 圏域内住民基本台帳人口

　　（56．3．31）
歳出額A 人件費B 人件費率（B／A）

広域事務組合
81，132人

　　　　千円

553，415

　　　　千円

341，270

　　　％

61．7

衛生施設組合 59，909人

　　　　千円

414，736

　　　　千円

101，076

　　　％

24．4

人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。※

（昭和56年度普通会計予算）
鐘

区　分 職員数　　　A
給　　　　　与　　　　　費 1人当り

給与費（B／A）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計　　B

広域事務

組　　合 81人

　　　千円

164，957

　　　千円

44，827

　　千円
70，705

　　　千円

280，489

　　千円

3，463

衛生施設

組　　合 29人 52，008 15，801

　　千円
22，589 90，398 3，117

1．職員手当には退職手当を含まない。
2．給与費は当初予算に計上された額であり、給与改善費は含まない。

※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在　　　　　　　　　　　　　　　　　　現　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　月1

　　　　　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　　　　　　窯　　　　　　　　　　　　鷺　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　雛　　　　　　　繋　　　　　　灘　　　　難　　　璽　覇灘慈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　　　　　　和　　　　　　　　　　　　　　　（昭
　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　聴　　　　　　　　　　鞭　　　　　　　　総　　　　　　繕　　　　　鞠　　　耀　鍵職灘
広域事務組合 衛生施設組合 国 新潟県

．難雛．鑑．『　　　　、、・，難…婁葦

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和56年4月1日現在）
区分 初任給

採用2年

経過日

給料額
初任給

採用2年

経過日

給料額
初任給

採用2年

経過日

給料日
初任給

採用2年

経過日

給料額 区　分 一般行政職
消　　防　　職

櫛
政
職

大卒 　円
97，000

　　円
106，900

　円
97，000

　　円
106，900

　円
97，000

　　円
106，900

　円
97，000

　　円
106，900

平均給料月額 平均年齢’ 平均給料月額 平均年齢

広域事務
組　　合

　　　円
176，333

　　　歳

38．01

　　　円
166，586

　　　歳

38．OO
高卒 　円

82，000

　円
87，200

　円
82，000

　円
87，200

　円
82，000

　円
87，200

　円
82，000

　円
87，200

衛生施設
組　　合

　　　円
153，113 37．07歳

瀧臓

大卒
　　円
107，200

　　円
118，000

国
　　　円
196，235 40．00高卒 　円

90，200

　円
95，500

新潟県
　　　円
197，823

　　　歳
38．00霧礒毒難級灘磯鐵鐡雛嬢…藻

（昭和56年4月1日現在）

籔
1
（ 昭和56年4月1日現在）

壌

広
　
域
事
務
組
　
合

区　　　分 1等級 2等級3等級4等級5等級 計

（昭和56年4月1日現在）

　
　
　
』

一
般
行
政
職

標準的な
職務内容

部長 次長 係長 主事 主事補

職員数（人） 1 1 1 3
区　　　　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

広域事務組合

一般行政職

大卒
構成比（％） 33．3 33．3 33．3 100．0

高卒 131，200円

消
　
防
　
職

標準的な

職務内容

司令長
消防長
署　長
課　長

司　令
次　席
課　長
補　佐

司令補

係　長

副所長

士　長

副士長

消防士
衛生施設組合

一般行政職

大卒

高卒 114，100円 158，300円

職員数（人） 5 2 12 19 40 78 消　　防　　職
大卒

高卒 147，700円 176，600円 208，700円
構成比（％） 6．4 2．6 15．3 24．4 51．3 100．0

i糞難糠灘綴・

衛
生
施
設
組
合

区　　　分 1等級 2等級3等級4等級5等級 計

一
般
行
政
職

標準的な
職務内容 局長

次長 係長 技師 技師補

広
域
事
務
組
合
●
衛
生
施
設
組
合

区　　　　分 当組合 国 新潟県
職員数（人） 1 2 3 6 3 15

期末勤勉手当

（昭和55年度

　支給割合）

区　　　分 期　末 勤勉 期　末 勤勉 期　末 勤勉
構成比（％） 6．7 13．3 20．0 40．0 20．0 100．0

6　月　期
　月分
1．4

月分
0．5
　月分
1．4

月分
0．5
　月分
1．4

月分
0．5

※1．当組合の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数で

　　ある。
　2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な

　　職名である。

　　　　　　　　　　　　　　て昭i粕56年4芦1日現在）

12月　期 1．9 0．6 1．9 0．6 1．9 0．6

3　月　期 0．5 一
0．5

一
0．5

一

計 3．8 1．1 3．8 1．1 3．8 1．1

退職手当

　（支給率）

区　　分 自己都合 勧奨 自己都合 勧奨 自己都合 勧奨
区　　分 報酬年額 区　　分 報酬年額

最高限度額 60．0 69．3 60．0 69．3 60．0 69．3

職
　
　
　
　
名

管理者 20，000

職
名

十日町市 46，000道防団長
勤続20年 21．0 31．5 21．0 31．5 21．0 31．5副管理者 20，000 〃副団長 33，000

収入役 20，000 〃分団長 24，000 勤続30年 41．25 59．4 41．25 59．4 41．25 59．4

議　　長 20，000 〃副分団長 15，000
勤続35年 48，125 69．3 48，125 69．3 48，125 69．3

副議長 20，000 〃部長 12，000
1人当り平均

支　給　額
昨年度
なし

昨年度
なし議　　員 20，000 〃班長 7，000

〃団員 6，000

　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　纏　　　　　　　灘　　　　謡　　璽灘騒

※1．当組合の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数で

　　ある。
　2．標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な

　　職名である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　在　　　　　　　　　　　　　　　　現　　　　　　　　　　　　　　　　日　　　　　　　　　　　　　　月1

　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　黙　　　　　　　　　　瑠　　　　　　　　　篶　　　　　　　醐　　　　　　報　　　　の　　　職　翻難8
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1
申
込
み
は

　
　
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
ー

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
あ
な
た
や
．
こ

家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
万
一
の
事
故
に
備

え
て
、
一
目
一
円
（
年
額
三
百
五
十

円
）
の
安
い
掛
金
で
、
お
互
い
が
助

け
合
う
た
め
の
交
通
災
害
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
現
在
昭
和
五
十
七
年
度
の

加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。

●
加
入
資
格
　
共
済
期
間
に
市
内
に

住
所
の
あ
る
人
（
期
間
途
中
で
転
出

し
て
も
会
員
の
資
格
は
失
い
ま
せ
ん
）

●
会
費
（
掛
金
）
　
一
人
年
額
三
百

五
十
円
（
途
中
加
入
の
場
合
も
同
額
）

●
共
済
期
間
　
四
月
一
日
～
昭
和
五

十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

●
加
入
申
込
み
期
間
　
三
月
一
日
か

ら
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
共
済

期
間
が
四
月
一
目
か
ら
の
た
め
、
三

月
三
十
一
目
ま
で
に
申
込
み
を

●
加
入
申
込
み
方
法
　
加
入
申
込
書

を
嘱
託
員
さ
ん
に
配
布
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
加
入
希
望
者
は
申
込
書
に

会
費
（
三
百
五
十
円
×
人
数
分
）
を

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
加
入
申
込
先
　
ω
嘱
託
員
さ
ん
が

取
り
ま
と
め
る
町
内
は
嘱
託
員
さ
ん

にω
嘱
託
員
さ
ん
が
取
り
ま
と
め
を
し

な
い
町
内
は
直
接
市
役
所
（
市
民
生

活
課
環
境
係
）
か
、
市
農
協
各
事
業

所
ま
た
は
市
内
各
金
融
機
関
（
労
働

金
庫
は
除
く
）
に
納
入
く
だ
さ
い
。

●
見
舞
金
の
請
求
手
続
　
書
類
は
市

役
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活

課
環
境
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
見
舞
金
の
請
求
期
間
　
交
通
事
故

に
あ
っ
た
日
か
ら
一
年
以
内
（
一
年

を
過
ぎ
る
と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
一
年
以
上
の
治
療
を
必
要

と
す
る
場
合
で
も
、
一
年
以
内
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

●
見
舞
金
の
額
　
死
亡
の
場
合
の
一

閲定資産課税台帳の
　　縦覧期闘が変更に

　闘建資産諜税台帳の縦覧は例年

3薄中織行って転・叢しだ淡、税法

改藍に翻菊特別の事情によって、

昭禰雛隼渡についてはつぎの塞う

に機聾叢藩、

醸礫覧期闘4潟9貝～4月鰯露
平雛一餐議3時業～午後5時土
曜縫一鎧誓まで・（繍曜・祭βを除

き叢す）

園縦覧場議　市役瞬税務諜

　麟お．登録事項について審i査の

車獲鐵溺できる爾は、昭和57年度

分老鞍驚決定された樋格等の登録

事顎纏だし、1土地、’建物の登記

簿驚整認憲れた事項を除“隆鰻

ら漏馨畷のでご承知ください。

等
級
百
万
円
を
最
高
に
、
治
療
の
程

度
に
よ
り
、
九
等
級
の
二
万
円
ま
で

あ
り
ま
す
。
　
（
詳
細
は
同
封
の
チ
ラ

シ
を
．
こ
ら
ん
く
だ
さ
い
）

●
見
舞
金
の
支
給
対
象
と
な
る
事
故

　
ω
歩
行
中
、
車
輔
に
は
ね
ら
れ
た

り
ひ
か
れ
た
り
し
た
事
故
　
ω
自
動

車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
等
の
運
行
中

の
人
身
事
故

●
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
な
い
場
合

　
ω
無
免
許
、
飲
酒
、
無
ぼ
う
運
転

に
お
け
る
運
転
者
及
び
同
乗
者
　
ω

加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
に
な

る
人
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に

よ
る
場
合
　
⑥
天
災
地
変
に
起
因
す

る
場
合
　
⑥
事
故
に
あ
っ
た
目
か
ら

一
年
を
経
過
し
た
場
合
　
㈲
治
療
に

通
っ
た
目
数
が
七
日
未
満
の
場
合

　
詳
細
は
市
・
市
民
生
活
課
環
境
係

（
盈
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二
五
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

交
通
遺
児
育
成
資
金
貸
付
制
度
に
加
入
を

　
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付
制
度

は
、
自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
亡
く

な
ら
れ
た
児
童
、
保
護
者
が
重
度
後

遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た
児
童
が
す
こ

や
か
に
成
育
す
る
た
め
、
必
要
な
生

活
資
金
を
お
貸
し
す
る
制
度
で
す
。

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
年
育
成
資
金
貸
付
額
の
引
上
げ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
七

年
度
も
次
の
と
お
り
引
上
げ
を
行
う

予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も
ご
利
用

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

●
交
通
遺
児
等
貸
付
金
額
の
引
上
げ

一
時
金
…
十
一
万
七
千
円
↓
十
二
万

三
千
円
　
育
成
金
（
月
額
）
…
一
万

二
千
円
↓
一
万
三
千
円
　
入
学
仕
度

金
…
三
万
千
円
↓
三
万
三
千
円

●
貸
付
期
間
　
貸
付
決
定
日
か
ら
中

学
校
を
卒
業
す
る
月
ま
で

●
利
子
　
無
利
子

●
返
還
の
期
限
　
中
学
校
卒
業
か
ら

一
年
据
え
置
い
た
後
二
十
年
以
内

　
（
高
等
学
校
、
大
学
等
に
進
学
し
た

と
き
は
、
そ
れ
を
卒
業
す
る
ま
で
返

還
が
猶
予
さ
れ
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
新
潟
主
管
所
業
務
課
（
E

O
二
五
二
－
二
三
－
ニ
ニ
ニ
五
番
）

国
の
進
学
ロ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
ご
利
用
を

　
国
の
進
学
・
i
ン
は
、
高
校
・
大

学
な
ど
に
進
学
す
る
際
に
、
進
学
す

る
か
た
の
父
兄
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

■
融
資
額
　
一
世
帯
あ
た
り
五
十
万

円
以
内

■
資
金
の
使
い
み
ち
　
進
学
に
あ
た

っ
て
必
要
と
す
る
資
金

■
融
資
期
間
　
進
学
す
る
学
校
の
修

業
年
限
以
内
（
最
長
四
年
）

■
貸
付
利
率
　
年
八
・
三
％
（
現
行
）

■
保
証
人
　
一
名
以
上

■
取
扱
期
間
　
四
月
末
日
ま
で

　
詳
細
は
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支
店

　
（
密
〇
二
五
八
ー
三
六
－
四
三
六
〇

番
）
ま
た
は
十
日
町
商
工
会
議
所
（
B

七
ー
五
一
一
一
番
）
へ
。

十日町の

人1こ

！りました

から～　　〔21〕

雛
北
海
道
は
炭
鉱
の
町
、

ら
十
β
町
の
人
に
な
っ
だ
の
は
、

内
小
黒
沢
の
成
田
光
子
さ
ん
で
す
。

　
夕
張
市
内
の
高
校
卒
業
後
、
東
京

に
就
職
し
、
そ
の
仕
事
の
関
係
か
ら

宮
沢
喜
久
男
ざ
ん
（
現
在
建
設
業
）

と
知
扮
含
い
、
結
婚
の
約
東
を
し
、

お
二
人
で
昨
年
八
月
十
β
町
に
来
ま

し
た
。

■
ソ
フ
ト
潔
糞
ル
、
、
，
ギ
タ
ー
、
ス
キ

、
ー
な
ど
の
趣
味
を
も
つ
光
子
さ
ん
。

流
看
に
北
海
道
育
ち
、
ス
キ
ー
の
腕

前
は
相
当
な
も
の
と
か
。

　
以
前
、
何
度
か
札
幌
の
雪
ま
つ
り

を
見
た
そ
う
で
す
の
で
、
十
顕
町
の

雪
ま
つ
り
ど
比
較
し
て
「
初
め
て
灘

な
ん
嚇
叢
．

沢
光
海

黒
田
北

小
成
～

■夕
張
市
か

　
　
　
市

ー
ユ
バ
ル
を
見
畿
し
た
。
冬
の
花
火

と
レ
ー
ザ
ー
光
線
が
と
て
も
ざ
轟
い

擢
し
た
．
し
か
し
、
雪
像
の
規
模
燦

ど
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
札
幌
熱

犬
き
い
で
ず
」

■
十
賃
町
の
印
象
に
づ
い
簗
は
瀦
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
多
い
こ
蒙
と

い
つ
も
お
客
さ
ん
が
少
な
い
鑑
と
ほ

．
驚
き
求
し
た
認

■
本
当
は
．
犬
の
美
容
騨
に
な
ゆ
癒
ー

が
っ
た
と
い
う
程
の
愛
犬
家
、
愛
犬

　
の
チ
ャ
隷
（
マ
ル
チ
童
ズ
）
を
一
時

も
離
さ
ず
可
愛
い
が
っ
で
鱒
蓑
す
。

　
最
近
は
、
近
く
の
人
達
羨
集
、
っ
薫

す
る
茶
話
会
炉
楽
し
み
の
雛
と
鷺
儀

　
癒
？
て
い
る
と
静
う
メ
ン
チ
盤
海
イ

　
（
北
海
道
で
は
可
愛
い
い
人
の
意
）

　
十
日
町
の
人
で
す
。

ス
ポ
ー
以
教
室
開
設

　
　
に
あ
だ
っ
懇
蓬
意
見
を

　
市
体
育
課
で
は
、
五
十
七
年
度
も

つ
ぎ
の
会
場
で
体
育
・
ス
ポ
ー
ッ
教

室
を
開
設
し
ま
す
。
開
設
に
あ
た
っ

て
、
内
容
等
に
つ
い
て
の
意
見
要
望

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
　
（
奮
七
1

三
二
一
番
内
線
二
七
五
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
十
週
十
回
）

市
民
体
育
館
・
川
治
小
・
中
条
小
．

水
沢
小
・
鐙
島
小
・
下
条
小
・
西
小
．

東
小
　
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
五
週

五
回
）
　
馬
場
小
・
飛
一
小
・
東
下

組
小
・
八
箇
小
・
六
箇
小
・
吉
田
小
）

※
詳
細
は
後
目
広
報
し
ま
す
。
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離締離
市民大学講座

縷義幾簿講叢i難難難難

　わが国は、世界に例をみない速さで老齢化が進んで

いると言われます。

　いつかくる道高齢化社会の生き方を問う

撚繋㎜
雛
購

座
麟

講
織
難

育
灘
m
懸

教
灘
る
藻

家
・
．
繕
織

キ
生
熱

鰹
　
　

　中学生を理解するために専門の先生がわかりやすく

お話しします。

3／2
（火）

　“老い“とは
～うつくしく老いるために～

新潟市特養老人ホーム

　松風園々長

笠井久司先生

第2回
3／8
（月）

子供のことでの
　心配や悩みごと等を
話し合いましょう！

みんなで

　話し合う

3／10
（水）

高齢化社会の福祉問題
　～先行不透明な福祉～

　文教大学

野島正也先生

第3回
3／17
（水）

学園ドラマの虚像と実像・

あんないい先生がいれば一

　新潟大学
斎藤　　勉先生

第4回
3／26
（金）

　　子供の性
親はいつ、何ぎ教えるべきか

医学博士

マリッジカウンセラー

奈良林　　祥3／19
（金） 女性の老後問題

　東海大学

島田とみ子先生 第5回
3／30
（火）

パネルディスカッション
中・高校生にとって父とは、母とは

　前橋育英短大

玉井成光先生
他

3／29
（月）

シンポジウム
r私と地域の老後問題」
～今、考えしなければならないこと～

　兵庫教育大学

俵谷正樹先生
■ところ　十目町市公民館（市民会館）

■ところ

■時　間

■受　講

十日町市公民館（市民会館）

夜7時～9時

無料

　　　姉妹都市・コモ市の弦楽三重奏団

樽麟鐵i雛騰襲難会
●日時
　3月12日（金）

　午後6時半開演
　　　　（6時開場）

●会場
　市民会館ホール

●入場料
　大人700円　学生500円

●主催　十日町市

※姉妹都市コモ市のご好意により、昨春開催し好評を博したコ
モ弦楽三重奏団（二つのヴァイオリンとヴィラオ）演奏会を

　ことしも開催することになりました。大勢の皆さんのお出を
おまちしています。

■入場券前売所

　イトー楽器、大万書店、都屋時計メガネ店、ハトヤ、野上書
，店・大万書店ライオンドー店、公民館（本館、各地区館）

■ところ

■時　間

■受講料

十目町市公民館（市民会館）

繍～9時／”謡
　　　　　　嚇
　　　　　　瞬羅。

　　　　　　ア　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　■，　　　9　　　　　　　　　望　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　8　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　1

i幼1児1を姦・毒叢親・を対象1・に

3／5
（金）

子だくさんのすすめ
●r子をもって知る子の恩」

●子どもから学んだこと

　南魚大和町
　大崎保育所保母

黒岩秩子先生

3／16
（火）

子どもにとって
　はじめての集団生活
●家庭と親が注意しなければなら
ないこと

県立新潟女子短大

岸井勇雄先生

3／23
（火）

　幼児の生活とテレビ
●テレビの影響を親はどのように

考えているか

　前橋育英短大

玉井成光先生

■ところ

■時　間

■受講料

十日町市公民館（市民会館）

夜7時～9時

無料

串騰み・お閥い合せは・一一十目町市公民館（盈7一一5011番）へ（騨鐘翁）
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羅鯉遽騒
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羅鑛
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譲騒麟
潟繧　 ’　鰻
灘．”　哨
　＝＝6●Q　認　
　一　　麟
1・聾灘
　　　鯛
　　顯鱒
　　槻　　　　験
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劉蠣蹴蒙離．1

　
一
月
十
六
日
よ
り
定
期
預
金
や
定

期
貯
金
の
金
利
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
つ
ぎ
の
年
金
及
び
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は

特
例
措
置
に
よ
っ
て
、
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
金
利
が
六
・
二
五

％
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
年
金
・
手
当
受
給
者
．

①
障
害
福
祉
年
金
、
母
子
福
祉
年
金
、

準
母
子
福
祉
年
金
、
老
齢
福
祉
年
金

及
び
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

③
福
祉
手
当
受
給
者

◆
適
用
さ
れ
る
預
金
及
び
貯
金

　
預
入
限
度
百
万
円
以
下
で
、
預
入

期
間
一
年
の
定
期
預
金
、
定
期
貯
金
、

定
期
郵
便
貯
金

　
こ
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
、
①

『
，
－
－
匠
－
，
o
－
5
9
－
，
，
－
一
量
匿
，
－
匿
齢
匠
3
－
－
－
ー
－
ー
－
ー
，
一
陛
－
，
，
－
，
－
o
’

㎜
鞭
鞍
ー
ー
ー
『
ー
『

…
7
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

28　　　22　　　21　　　　　　　　　14

日　　　日　　　日　　　　　　　日

　
盈
5
の
2
0
0
3
番

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
奮
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番

千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
）

溶
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

密
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

水
沢
診
療
所
（
土
市
第
二
）

　
　
密
8
の
2
0
3
9
番

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）

　
　
E
2
の
3
2
7
6
番

池
田
医
院
（
本
町
西
丁
目
）

　
　
E
2
の
2
5
8
1
番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　冒　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　，　　　　　　　辱　　　　　　騨　　　　　　一　　　　　　冒　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　7　　　　一　　　　一　　　一　　　騨　　　一　　甲　　冒　　一　一　一　一
冒一一

②
の
該
当
者
は
そ
の
年
金
ま
た
は
手

当
の
証
書
を
、
③
の
該
当
者
は
社
会

福
祉
事
務
所
で
発
行
す
る
受
給
者
証

明
書
を
、
預
け
入
れ
時
に
銀
行
あ
る

い
は
郵
便
局
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
い
て
、
①
は
市
・
市
民

生
活
課
年
金
係
（
盈
七
－
三
二
一

番
内
線
二
一
八
）
、
②
及
び
③
は
社

会
福
祉
事
務
所
（
内
線
二
一
四
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
用
軽
油
の

　
　
免
税
証
を
交
付

　
農
業
用
軽
油
に
か
か
る
免
税
証
の

交
付
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
忘
れ
ず
に

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
日
交
付
を
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
交
付
日
　
三
月
十
九
日
囲

●
時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時

●
会
場
　
財
務
事
務
所
第
一
会
議
室

●
必
要
書
類
　
①
印
鑑
（
共
同
申
請

の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
）
②
免
税
軽

油
使
用
者
証
　
③
耕
作
面
積
証
明
書

（
農
業
委
員
会
で
受
け
て
く
だ
さ
い
）

④
使
用
機
械
の
証
明
書
ま
た
は
納
品

、
書
等
の
写
し

　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務
事
務
所

に
あ
り
ま
す
。
　
（
奮
七
－
五
五
一
一

番
内
線
二
〇
五
）

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
三
月
一
日
ω
　
正
午
～
午
後
四

時
半
　
新
座
第
三
・
四
、
四
日
町
新

田
第
二
、
四
日
町
第
一
の
各
一
部

▼
三
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四

時
　
上
新
田
第
一
、
廿
日
城
、
下
条

栄
町

十
日
町
高
校
定
時
制
二
次
・
編
入
学
生
徒
募
集

●
募
集
学
年
及
び
人
員
　
○
第
二
次

入
学
…
第
一
学
年
若
干
名
　
○
編
入

学
…
第
二
∴
二
・
四
学
年
若
干
名

●
出
願
手
続
き
　
○
第
二
次
志
願
者

は
入
学
願
書
・
調
査
書
、
検
査
料
三

百
五
十
円
（
県
収
入
証
紙
で
）
を
添

付
し
、
出
身
中
学
校
長
を
経
て
十
日

3
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
検
診

3
月
10
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
9
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

3
月
19
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

55

年
9
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

3
月
24
目

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

56

年
n
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

3
月
26
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
3
時

56

年
5
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
面
繁
紹
鉾
罐
薪
絹
鋸
藷
園
科
検
診
か
あ
り
ま
す
か
ら

○
検
診
は
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
雪
の
状
況
を
み
て
む
り
の
な
い
時
期
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

町
高
校
長
へ
提
出
　
○
編
入
学
志
願

者
は
編
入
学
願
書
・
最
終
学
校
の
卒

業
ま
た
は
修
了
証
明
書
・
成
績
証
明

書
・
履
歴
書
及
び
検
査
料
と
し
て
現

金
三
百
五
十
円
を
提
出
。

●
願
書
受
付
期
間
　
三
月
十
九
日
囲

～
三
月
二
十
三
日
図
　
午
前
九
時
～

午
後
四
時

●
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
英
語

及
び
面
接

●
試
験
日
　
三
月
二
十
四
日
困

●
試
験
会
場
　
十
日
町
高
校
中
心
校

（
盈
二
－
三
五
七
五
番
）

は心用づ』にゼカ

・☆謡

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
2
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
　
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ホ
イ
ル
付
4
本
）

中
　
　
古

一
万
円

バ
　
　
　
イ
　
　
ク

（
50
㏄
）

中
　
古

一
万
円

キ
　
ャ
　
リ
　
ア

（
カ
・
i
ラ
千
二
百
ク
ラ
ス
）

〃

安
　
　
く

天
体
望
遠
鏡

〃

相
談
で

硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト

〃

五
千
円

ぶ
ら
さ
が
り
健
康
機

〃

五
千
円
位

ヤ
マ
ハ
パ
ッ
ソ
ル

（
50
㏄
）

〃

三
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

（
シ
ャ
レ
ー
ド
用
4
枚
）

〃

二
万
円

　　　　　灘熱臓1瀬軍
　
昭
和
五
十
六
年
分
の
所

得
税
、
贈
与
税
の
申
告
と

納
税
の
期
限
は
三
月
十
五

日
で
す
が
、
も
う
お
済
み

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す

と
税
務
署
は
た
い
へ
ん
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
　
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
が
申
告
を
し
な
か

っ
た
り
、
正
し
く
な
い
申

告
を
し
た
り
し
ま
す
と
、

後
で
不
足
の
税
金
を
納
め

　いまはやっているカゼ

の症状は、のどの痛み、

鼻みず、クシャミ、下痢、

腹痛、はき気などをとも

ない、熱も37度5分～40

度出ます。

る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
な
ど
も
納

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
正
し
い
申
告

と
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
こ
の
社
会

　
　
　
　
あ
な
た
の
税
が

　
　
　
　
　
生
き
て
い
る

　
　
鉢
　
＃

　
　
＃
　
　
井

　
　
ぢ
　
　
マ

厭
堺
西
鴛
鉢
　
律
脊

▽
聾
々

ヂ
促
ー
4
扉
鉾

　
　
　
　
尊
＃

”

　　⇔　㊥
①うがいと手洗いの励行

②栄養のあるバランスの

　とれた食事をする。

③からだを冷さないよう

　にする。

※カゼと思ったら安静と保温

　に気をくばり、3～4日で
　もなおらないときは医師1こ

　受診を◎


